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原子力・エネルギー安全工学専攻（独立専攻）

原子力人材育成プログラム
の予算措置により実施

原子力人材育成プログラム
の予算措置により実施
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原子力・エネルギー安全工学専攻
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ワークショップ風景
「原子力関連技術，原子力環
境を受容し生かすためには」

平成20年開催（敦賀）

地域共生工学分野

H20年度修士論文の例

原子力立地地域における過疎化の実態と生活環境の評価に関する研究

HLW最終処分場の誘致事例における課題

トラフィック可視化に基づくネットワークセキュリティの高度化

情報共有システムの新しい構成手法

土壌からのアクチノンの逸出に関する研究

平成19年度 原子力教授人材充実プログラム（文部科学省補助事業）
「安全と共生の原子力人材充実セミナー」

平成20年度 原子力コア人材育成プログラム（文部科学省補助事業）
「安全と共生を支える文理融合・地域協働の原子力人材育成セミナー」

平成21年度 原子力人材育成プログラム（原子力研究促進プログラム）
「地域社会との協働による原子力の社会化を促す人材育成プロジェクト」

（背景）
・ 原子力と地域社会の共生の必要性
・ 原子力研究開発における地域社会でのリスクコミュニケーションの必要性
（設置理念）
エネルギーおよび原子力に関する問題を「安全と共生」という観点から
学際的・学術的にアプローチする
（目標）
多くの原子力発電所が立地する福井県に位置する本学の立場を活かした，
より実践的な研究・教育を行う

（背景）
・ 原子力と地域社会の共生の必要性
・ 原子力研究開発における地域社会でのリスクコミュニケーションの必要性
（設置理念）
エネルギーおよび原子力に関する問題を「安全と共生」という観点から
学際的・学術的にアプローチする
（目標）
多くの原子力発電所が立地する福井県に位置する本学の立場を活かした，
より実践的な研究・教育を行う

原子力コア技術を核とした人材と
は 志向の異なる原子力を取り巻

く周辺社会環境を十分考慮理解
した 新しいタイプの人材に焦点
（工学部＋「医学部＋ 教育地域

科学部」を対象）

原子力コア技術を核とした人材と
は 志向の異なる原子力を取り巻

く周辺社会環境を十分考慮理解
した 新しいタイプの人材に焦点
（工学部＋「医学部＋ 教育地域

科学部」を対象）

5



福井大学附属国際原子力研究所の開設
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福井大学における
原子力教育の取り組み例
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科目名 原子力応用工学コース 原子力基盤工学コース

講義

原子力危機管理工学 ◎

原子核工学概論 ○ ○

原子核物理学 △ ○

原子炉物理学 △ ●

原子炉工学 △ ●

原子炉熱工学 ○ △

原子炉制御工学 △ ○

次世代炉システム △ ○

核燃料サイクル工学 ○ ○

原子力材料学 △ ●

核燃料工学 △ ●

冷却材環境工学 △ ○

放射線計測学 ○ △

放射線物理学・放射線化学 △ ○

放射線防護・生物学 △ ○

量子反応工学 ○ △

量子計測工学 ○ △

生体情報安全工学 ○ △

高エネルギー加速器工学 ○ △

地域防災システム ○ △

共生基盤計画論 ○ △

ヒューマンインターフェイス論 ○ △

原子力プラント安全工学１ ○ △

原子力プラント安全工学２ ○ △

原子力プラント安全工学３ ○ △

原子力プラント安全工学４ ○ △

原子力プラント安全工学５ ○ △

原子力プラント安全工学６ ○ △

原子力法規 ○ △

英語

科学英語コミュニケーション ○

科学技術英語表現 ○

科学技術英語 ○

科学技術英語演習 ○

特別講義
特別講義１ ○ △

特別講義２ △ ○

基礎
計算機科学 △ ○

原子力基礎科学 △ ○

実験/実習

原子力基礎実験１ ○

原子力基礎実験２ ◎

原子炉工学実験 ○ ◎

原子力安全工学実習 ○ ◎

原子力応用実験 ○ ◎

核燃料サイクル実習 ○ ◎

その他

長期インターンシップ ○ ○

PBL ○ ○

原子力・エネルギー安全創成演習 ◎ ◎

原子力・エネルギー安全特別実験 ◎ ◎

原子力・エネルギー安
全工学専攻の新カリ
キュラム
（平成23年度～）

◎ 必修科目
● 選択必修科目
○ 選択科目
△ NET授業科目

原子力・エネルギー安
全工学専攻の新カリ
キュラム
（平成23年度～）

◎ 必修科目
● 選択必修科目
○ 選択科目
△ NET授業科目
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「原子力教育大学連携ネットワーク」の一員として
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原子力教育大学連携ネットワーク体制
－大学連携ネットワーク；JNEN; Japan Nuclear Education Network－

各部門・拠点各部門・拠点 東海研究開発センター
核燃料サイクル工学研究所

東海研究開発センター
核燃料サイクル工学研究所

原子力教育大学連携ネットワーク
連携・協力推進協議会

原子力教育大学連携ネットワーク
連携・協力推進協議会

原子力研修センター原子力研修センター

茨城大学茨城大学

東京工業大学東京工業大学

岡山大学岡山大学

金沢大学金沢大学

大阪大学大阪大学

福井大学福井大学

日本原子力研究開発機構

大学連携ネットワーク協定骨子

教育研究・人材育成の一層の充実 に向けて

原子力人材育成に係る教育研究プログラム

連携・協力による連携教育カリキュラムの実施

学生実習等の実施に伴う施設・設備の相互利用

有識者の招へい、シンポジウム、講演会等の開催

大学連携ネットワーク協定骨子

教育研究・人材育成の一層の充実 に向けて

原子力人材育成に係る教育研究プログラム

連携・協力による連携教育カリキュラムの実施

学生実習等の実施に伴う施設・設備の相互利用

有識者の招へい、シンポジウム、講演会等の開催
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・多拠点間双方向の画像･音声配信，どの地点からでも講演･受講が可能

・各大学教員や機構職員が講師を順次担当，学生は各大学キャンパスでの受講が可能

・資料と講師画像の2画面構成，講師による手書き書込みが可能

・録画機能による教育コンテンツ生成

遠隔教育システム

大学

機構拠点

機構拠点

機構拠点

大学

大学

制御装置

第1回遠隔講義（H19 .4.13）

東工大

金沢大

福井大

開講式

★平成19年4月，遠隔教育システムによる共通講座を開講★平成19年4月，遠隔教育システムによる共通講座を開講

文部科学省の予算措置によるシステム整備・実施文部科学省の予算措置によるシステム整備・実施

課題：各大学での単位認定→単位認定基準の統一化12



核燃料物質取扱実習 放射線計測実習

施設見学（常陽シュミレータ室） 若手研究者との意見交換会

核燃料サイクル実習＋学生主体の人的ネットワーク作り

旅費
支給

旅費
支給
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原子力・エネルギー安全工学副専攻

区分 授業科目 単位数

コース
専用科目

☆ 原子力システム概論 ２

☆ 技術者の倫理と安全確保 ２

☆ 放射線物理学・化学 ２

☆
放射線生物学と

放射線測定・管理
２

☆ 核燃料サイクル工学 ２

☆ 地球環境・エネルギーと原子力 ２

◎ 原子炉熱工学 ２

◎ 原子炉材料学 ２

◎ 原子炉物理学 ２

◎
原子力・エネルギー

安全工学実習
２

全学科
共通科目

○ 放射線安全工学 ２

合計 ２２

学部向け授業

文部科学省「特別教育研究経費」 ～H23年度
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長期インターンシップ制度（工学研究科）

産学連携型人材育成

学生の実社会（産業界）での体験

専門分野の社会的役割の認識

問題解決能力の養成

長期派遣（3ヶ月間）

産学連携型人材育成

学生の実社会（産業界）での体験

専門分野の社会的役割の認識

問題解決能力の養成

長期派遣（3ヶ月間）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
オ
｜
ダ
メ
｜
ド

プロジェクトベース
最大10-30単位選択可

創業型実践教育

長期インターンシップ

地域連携教育

大学院
研究科共通科目
専攻共通科目
講座科目

POS-C

テーマ選択

専攻

検証

大学院修了

入学

科目1

科目2

科目3

科目 n

学生1

テーマ１

科目1

科目2

科目3

科目 n

学生２

テーマ２

科目1

科目2

科目3

科目 n

学生３

テーマ３

科目1

科目2

科目3

科目 n

学生ｎ

テ ー マ
ｎ

プロ1 プロ２ プロ３ プロｎ

派遣学生数
H18年度：12名
H19年度：13名
H20年度：12名
H21年度：10名

内原子力・エネルギー系 合計６名
東芝（１），日立ハイテクノロジーズ（１），
原子力安全システム研究所（１），
若狭湾エネルギー研究センター（３）

大学院GP（H19-H21)
学生の個性に応じた大学院教育

POSコミッティ（学生毎のカリキュラム）

PBL(Project Based Learning)
派遣型高度人材育成センターの設置

（課題）
・参加企業の開拓・理解
・予算終了後の継続の問題

平成18年度～21年度（文科省「派遣型高度人材育成協同プラン」）
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平成18年度から4回（経産省委託3
回）

主催：福井大学，若狭湾エネ研

JAEA敦賀

協力：関電，日本原電，INSS他

福井県（敦賀）の原子力施設利用

講義と実習＋英語討論会

トピックス講座を開講

全国の大学院生対象（約40名）

優秀学生7名をフランス研修へ派遣
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平成１８年度より継続実施
（平成１９年度からは経産省人材育成プログラム委託事業として実施）
参加学生の旅費を支給（海外研修も） ： 講師関係は企業側負担
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多彩な講師陣
と受講風景

多彩な講師陣
と受講風景
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原子力・エネルギー安全工学専攻の入学者数と卒業生の進路

原子力・エネルギー安全工学専攻
入学者数の推移

年度 博士前期 博士後期

（定員27名） （定員12名）

H16 30

H17 27

H18 36 5

H19 21 3

H20 26 0

H21 22 4

（H22） 33 4

博士後期課程への進学者数を確保する！博士後期課程への進学者数を確保する！
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まとめ
福井大学では平成16年度に原子力エネルギー安全工学専攻を大学院独立専攻と
して開設し，原子力・エネルギー安全に関する特徴ある教育を開始した．

JAEA等の地域に立地する原子力施設との連携により，様々な人材育成プログラム
を実施している．

附属国際原子力工学研究所の開設により人材育成の一層の充実を図る．

多くの教育プログラムは競争的・期限付き予算での実施であるため，継続的な人材
育成として進めにくい．

スタッフ確保のための人件費をどう捻出するか？

今後の課題今後の課題

長期的視野に立った人材育成を継続的に実施したい長期的視野に立った人材育成を継続的に実施したい
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